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1 Aを単位元を持つ可換環とし、I, J1, J2をAの idealとする。このとき、I ⊆ J1 ∪ J2ならば、
I ⊆ J1または I ⊆ J2が成り立つことを示せ。

2 kを体とし、f(x) ∈ k[x]を 0でない多項式とする。このとき、a ∈ Kが f(a) = 0を満たせば、
f(x) = (x− a)g(x)となる g(x) ∈ k[x]が存在することを示せ。

3 （アイゼンシュタインの既約性判定法）n ≥ 1, c0, . . . , cn ∈ Zとし、h(x) = cnx
n + · · · + c0と

置く。素数 pが存在して、p|ci (i = 0, . . . , n− 1)であり、cnは pの倍数ではなく。c0は p2の倍
数ではないとする。このとき、h(x)はQ[x]の既約多項式であることを示せ。

4 pは素数とする。

(i) n ≥ 1とする。xn − pはQ[x]の既約多項式であることを示せ。

(ii) xp−1 + xp−2 + · · ·+ x+ 1はQ[x]の既約多項式であることを示せ。

5 Aを可換環とし、aをAの冪零元とする。このとき、1 + aはAの単元であることを示せ。
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